
 

認知症になったらどうしよう、家族に迷惑をか

けてしまう。私もそんな見えない不安を持つ一人

だが、実際勤務して思うに専門職を頼り、周囲を巻

き込み、不安を軽減して生活することに到達する

のだ。難しいことではあるが、自分の、そして家族

の SOS をしっかり伝えていきたいと思う。 

職員のなかには「この人は出来るのだから、自分

でやらせるべきだ」と言う。その通りだ。「出来る

のだから甘えさせず、自分でやらせるべきだ」とも

言う。それも理解できる。ただ独りでなく見守り付

き添いながら、声掛けながら時には過保護になら

ない程度の甘えを許してはどうかと私は思う。

様々な刺激が、五感に影響するのではないかと思

えるからだ。この入居者は、どんな生育歴があるの

だろう、怒られたり注意されるよりも、穏やかに優

しい時間を過ごしたいと誰しも思っているのだろ

うと、考えながら会話するようにしている。辻褄の

合わない会話についつい笑ってしまうことも多

い。すると入居者も一緒に大笑いだ。想像できます

か？ 

脳機能が低下したとはいえ、尊厳を大切にしよ

う。なぜなら、自分に置き換えてみて、このような 

対応を求むから。隣は何をす

る人ぞと言わず、相手を思い

やり自然に優しく声を掛け

合えることだけでも残して

いきたいものだと思う。 
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現在私は、長男家族と実母の 6 人で同居生活し

ている。孫の成長は頼もしいものだ。が、家族一

同集合すると居間の狭いこと！自ずと私と母は

自室に入ることに。家庭内孤独や孤立は、もしか

したら、こんな些細な遠慮や気遣いにもあるのだ

ろうかとさえ考えるこの頃である。  

母は生後すぐ産母を亡くし本家で育てられ、4

歳頃から継母に育てられたという。思い出しその

当時の理不尽さを話す時は、とても悔しそうで辛

そうだ。その母も還暦を機に踊りやグランドゴル

フなどを始め、86 歳の今でも広報に載ったりと

楽しそうにしている。私も還暦を超えてしまっ

た。  

以前から家族内で、老人施設や延命治療につい

て話をしている。認知症居宅介護施設に勤務して

いる私は、入居者とその家族に客観的に接するこ

とを心掛けている。だが家族に共感する部分が多

いし、また入居者にも共感できる。自分の立場と

重ねてしまうのだろう。  

認知症アルツハイマー病新薬「レカネマブ」が

「高額療養費制度」対象薬となり、販売された。

軽度認知症患者とその前段階の軽度認知障害を

持つ人で、症状の悪化を 27％抑制し、効果は早

期対象者に限られるという。効果の大きい新薬の

早期開発が待たれる。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋田県運営部への問い合わせなどにご利用ください。  

運営部長連絡先  080-9259-6005 

メール  jaico_akita●yahoo.co.jp 

スパムメール防止のため、●を＠に置き換えて

ご利用ください  

 


